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機関リポジトリ業務とは

理解共有、
論文公開勧誘

①雑誌投稿論文の
原稿ファイルを送付

論文投稿、
著作権譲渡

出版社、学会

学内研究者

②公開可否確認

③登録・公開

機関リポジトリ

機関リポジトリ担当者

システム管理

ほか、大学の活動成果
（紀要、研究報告書、博士
論文等）の登録作業など

最大の仕事
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著作権とは

• 著作物を創作した時点で発生

• 保護期間：著作者の生存年間及びその死後50年間

• 著作者の権利＝著作者人格権＋著作権（財産権）
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著作者人格権 著作権（財産権）

• 公表権
• 氏名表示権
• 同一性保持権

• 複製権
• 公衆送信権

等

譲渡不可 譲渡可能

• 「複製権のみ譲渡」など、部分的な譲渡も可

• 著作物の利用には、著作権者の許諾等が必要



著作権法の趣旨

• 「文化的所産の公正な利用に留意しつつ、著
作者等の権利の保護を図り、もって文化の発
展に寄与することを目的とする」

– 権利保護によって、創作者の意欲を促進

– 保護期間の設定によって、期間終了後に知的財
産を社会に還元

⇒

機関リポジトリでの研究成果公開と様々な形で関連
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（著作権法第1条より抜粋）



本講の内容

• 本論：研究成果の公開許諾確認

1. 学術雑誌論文

2. 紀要論文

3. 博士論文

– 著作権ポリシー調査 実演

• 補足①：研究成果に掲載の著作物の公開許
諾確認

• 補足②：研究成果公開時の利用条件設定・
提示
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本論：研究成果の公開許諾確認
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機関リポジトリでの
研究成果公開と著作権

機関リポジトリで研究成果を公開＝

複製権・公衆送信権に関する、著作権者の許
諾が必要

必要な作業

1. 著作権者の確認

2. 著作権者の公開許諾確認
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1. 学術雑誌論文

研究成果の公開許諾確認
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学術雑誌論文の著作権

• 出版社の著作権に関するポリシーに基づき
譲渡契約が交わされ、著作権が譲渡されて
いることが多い
– 本来は万人に還元されるべき成果

• セルフ・アーカイビング＝
– 著作権譲渡契約の内容に基づく

– もしくは著作権譲渡契約の対象外として認められ
ていることに基づく

著者による権利行使
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論文執筆から学術雑誌掲載まで
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出版社
（publisher）

査読者
（referee）

編集者
（editor）

著者
（author）

A

1～3回程度

校正

B

レイアウト調整、誤字・脱字校正
※英文校正レベルの改変がある場合もある

学術
雑誌

プレプリント1 プレプリントn 著者最終稿

出版社版

原稿形式（テキスト＋図表） 雑誌掲載レイアウト

acceptされることとな
った最終確定稿

accept 著作権譲渡

「機関リポジトリと著作権」（北海道大学附属図書館作成より抜粋）



譲渡契約例：
IEEE Copyright Form

http://www.ieee.org/documents/ieeecopyrightform.pdf, (参照2017-09-03).
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Author Online Use
6. Personal Servers. Authors and/or their employers shall have the right to post the 
accepted version of IEEE-copyrighted articles on their own personal servers or the 
servers of their institutions or employers without permission from IEEE, provided 
that the posted version includes a prominently displayed IEEE copyright notice and, 
when published, a full citation to the original IEEE publication, including a link to the 
article abstract in IEEE Xplore. Authors shall not post the final, published versions of 
their papers. 



公開許諾ポリシー確認の原則

1. 公開許諾ポリシー確認ツールで概要確認

– SHERPA RoMEO（海外出版社）

http://www.sherpa.ac.uk/romeo/
– SCPJ（国内学協会）

http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp 
2. 出版社・学会ウェブサイトでの確認

– 個々の雑誌ページの「Guide for authors」や
「Submission」等のページからCopyright 
Transfer Formがダウンロードできることが多い
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http://www.sherpa.ac.uk/romeo/, (参照 2017-09-08).
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公開許諾ポリシー確認ツール
（海外出版社）
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公開許諾ポリシー確認ツール
（海外出版社）



Eprints Romeo’s colour-corrected journals pie-chart, 
in which Green=Green OA 
“The Green Open Access Blues: Fervent Plea to 
SHERPA Romeo for Colour Reform Monday, August 15. 
2011”
http://openaccess.eprints.org/index.php?/archives/833-The-
Green-Open-Access-Blues-Fervent-Plea-to-SHERPA-
Romeo-for-Colour-Reform.html, accessed 2017-09-03.
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公開許諾ポリシーの傾向
（海外出版社）



http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/, (参照2017-09-08).
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公開許諾ポリシー確認ツール
（国内学協会）



公開許諾ポリシーの傾向
（国内出版社・学協会）

• 学会誌

– 未確定・未検討の学会が
多い

• 非営利出版物（市教委と
か）

– 照会すれば許諾が得ら
れることが大半

• 商業出版、書籍

– 断られることが多い
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http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/info/stat, (参照2017-04-13).



公開許諾ポリシーに含まれる内容

• 出典・著者明記、著作権注記・定型注記の指示

• 雑誌ホーム/抄録/出版社版（DOI）に リンクの指示

• 猶予期間（エンバーゴ） ＊例）6ヵ月～12ヵ月など

• 出版社版使用の指示

– 一般的には著者最終稿のセルフアーカイブ許可が多い

– ただし出版社版利用のみを許可する場合も
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公開許諾ポリシーの例
（SHERPA RoMEO)
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プレプリント・著者最終稿を
機関リポジトリで公開可
出版社版も条件を守った上で
出版後6ヶ月後に機関リポジトリ
公開可

http://www.sherpa.ac.uk/romeo/issn/0148-0227/, (参照2017-09-08).



公開許諾ポリシーの例
（SCPJ)
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（条件付きで）

出版社版のみ機関リポジ
トリで公開可

それ以外の版の公開は
認めない

http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/detail/journal/id/J000206, (参照2017-09-08).



刊行元方針が見つからない場合
（出版社への照会文面）

http://www.sherpa.ac.uk/documents/request_template.htm, (参照 2017-09-03).
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日本河川敷学会 御中

突然のメールで失礼いたします。北海道大学附属図書館の杉田と申します。

本学では所属の研究者による著作論文や学会発表資料等のアーカイブ化を進
めております。

HUSCAP:北海道大学学術成果コレクション

http://eprints.lib.hokudai.ac.jp 

このほど、本学工学研究科の豊平梓先生から、貴会発行誌掲載の以下の研究
論文をご寄贈頂きました。

豊平梓「矢作酒匂ダムの放流間隔の変遷」『河川敷研究』第4巻6号（2003）

つきましては、この文献を私どもの「HUSCAP:北海道大学学術成果コレク
ション」に収録・公開させて頂きたく、ご許諾をお願いいたします。収録に際
しては豊平梓先生ご本人の保有する原稿段階のファイルを使用する予定です。

恐れ入りますが、上記論文の本学HUSCAPへの収録のご許諾の有無につきまし
てこのメールへの返信にてご一報いただけるようお願い申しあげます。また、
その他条件等ございましたら、併せてお知らせ頂ければと思います。

以上，宜しくお願いいたします。
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刊行元方針が見つからない場合
（出版社への照会文面）



心構え

• 公開許諾ポリシーが不明なら直接照会

＝ポリシー明示の必要性に関する、出版社へのアピ
ールにもなる

• セルフアーカイビング＝著者による権利の行使

＜返答の傾向＞

– 海外の学術出版社
• 快諾が多く、ファイル提供申し出の事例も過去にあり

– 日本の学会
• 個別に聞くと許諾が得られる場合あり
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まとめ
学術雑誌論文の著作権処理

1. 著作権譲渡契約（刊行元公開許諾ポリシー）確認

– SHERPA RoMEO、SCPJ（国内）で検索・概要確認

– 必ず原典を確認

2. 「公開の可否とその条件」を読み解き、それに従っ
て登録・公開

– バージョンは著者最終稿？ 出版社版？

– 猶予期間（エンバーゴ）、注記、リンクなど

3. ポリシー等が見付からなければ刊行元に直接聞く

– あくまで著者の意志に基づく代行という立場
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2. 紀要論文

研究成果の公開許諾確認
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紀要論文の著作権

著作権の取り扱いが不明瞭なことが多い

⇒紀要編集委員会での方針策定・明示が必要

• 方針内容

包括許諾：紀要編集委員会が公開許諾

公開範囲（目次、抄録、本文）/エンバーゴ期間は必要か

個別許諾：各著者が公開許諾

オプトインかオプトアウトか（同意/非同意なら申出）

• 明示方法

投稿規程、著作権譲渡契約など
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オプトアウトの例（１）
ウェブサイトでの告知

低温科学研究所出版物の電子公開について

低温研は現在，低温研が主体となって出版したすべての学術出版物（紀要
など） の電子公開に向けて準備を進めています．その手始めとして，過去に
出版された 「低温科学」「Contributed paper」「Physics of Snow and Ice 
(1966)」を来年初めを目処に公開したいと考えています．つきましては，これ

らの出版物に掲載された自らの記事について，電子公開は差し支えるという
方は，お手数ですが 2006年12月末日までに下記の連絡先までご一報下さ

い．低温研における研究を広く知って頂くために，電子公開は非常に有効か
つ重要な手段です．ご理解の程よろしくお願い致します．

連絡先：低温科学研究所 図書係 ○○○○

〒060-0819 札幌市北区北19条西8丁目

E-Mail: XXXX@XXX.XXXX.XX.XX Tel XXX-XXX-XXXX
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オプトアウトの例（２）
誌面での告知

「北大法学論集 57(3) p.234 」より抜粋
http://hdl.handle.net/2115/14819, (参照2017-09-08).
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3. 博士論文

研究成果の公開許諾確認
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博士論文の著作権

基本的に著作権は著者に帰属

→著者の許諾を得て公開

＜機関リポジトリ公開時の注意事項＞

• 学術雑誌論文や図書へ投稿・掲載予定がある場合

– 刊行元の方針に従い、公開延期等で対応

• 学術雑誌論文や図書掲載済の論文を使用の場合

– 刊行元が博士論文への使用を許諾している必要あり

– 掲載雑誌・図書の刊行元の公開許諾ポリシーに従う
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参考：博士論文と著作権
http://hdl.handle.net/2261/55511, (参照2017-09-03).



博士論文の著作権
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公表済の学術雑誌論文を博士論文
に使用することは許可。

※機関リポジトリでの公開について
は、各雑誌の公開許諾ポリシーに
従う。

https://www.elsevier.com/about/our-business/policies/copyright#Author-rights
https://www.elsevier.com/about/our-business/policies/copyright/personal-use , (参照2017-09-08).



注意点：共著の考え方

• 刊行元が著作権者である場合

– 原則として機関リポジトリ登録に共著者の「許諾」は不要
（共著者には「許諾」する権利も「制止」する権利もない）

– 共著者の同意を確保するかどうかは法や契約上の問題
ではなく、道義や倫理に属する話

• 「ただ、HUSCAP収録につきまして共著者の方々との間で何らか

の問題が生じる恐れがありましたら、恐れ入りますがあらかじめ
調整の上ご回答を頂きたくお願い申し上げます」（北大の例）

• 著者が著作権者である場合

– 機関リポジトリ公開に共著者全員の同意が（原理的には）
必要
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著作権ポリシー調査 実演
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著作権ポリシー調査 例題

1.定延, 利之(2001) “探索と現代日本語の「だ
け」「しか」「ばかり」” 日本語文法 Vol.1, 
No.1, p.111-136.

2.Takuji Kinkyo (2008). Disorderly 
adjustments to the misalignments in the 
Korean won. Cambridge Journal of 
Economics. Volume 32, Issue 1 , pp 111-
124 
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著作権ポリシー調査 例題

3. 吉田, 国光 (2011) “山村における棚田維持の背景―長野
県中条村大西地区を事例として―” 人文地理 Vol.63, 
No.2, p.37-52.

4. Yuji Misumi, Satoru Masatsuji, Ryoji Sahara, Soh Ishii 
and Kaoru Ohno (2008). A lattice Monte Carlo simulation 
of the FePt alloy using a first-principles renormalized 
four-body interaction. J. Chem. Phys. 128, 23470

5. Kazuo Okanoya, Maki Ikebuchi, Hiroyuki Uno and 
Shigeru Watanabe (2001). Left-side dominance for song 
discrimination in Bengalese finches (Lonchura striata
var. domestica). Animal Cognition. Volume 4, Issue 3-4, 
pp 241-245
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補足①：研究成果に掲載の著作物
の公開許諾確認
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研究成果に掲載の著作物

研究成果には別の著作物が掲載されている場合有り

（例）図表、写真、歌詞 等

※引用の範囲とみなされる場合、許諾なしでも公開可（著作
権法第32条）

それ以外の場合は公開許諾確認が必要

公開許諾確認について方針を明確にする必要あり

• 事前に周知の上、教員に委任

• 図書館が確認
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事例：「歌詞」を含む研究成果

リポジトリ登録予定の講演会資料に

「歌詞」が含まれていた。

著作権が保護されて
いる歌謡曲の歌詞
をリポジトリで公開
するには？

「世界に一つだけの花」

作詞・作曲 槇原敬之

歌 SMAP

38
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文学研究科 櫻井先生、

図書館 杉田です。新年おめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。

たくさんの発表資料をありがとうございます。

> ５．「スピリチュアリティ・ブームに潜む自己理解のリスク」

> ７．「現代日本のカルト問題」

> につきましては改めて後ほどメールでご連絡いたします。

これについてご相談させてください。途中、世界に一つだけの花の歌詞を示したスライドがあります。前後の流れを
拝見し、ここでこの歌が挙げられていることに、なるほどと思いました。

日本音楽著作権協会の規程を確認したところ、HUSCAP（営利を目的としない教育機関）で歌の歌詞をインター
ネット上に掲載する（公衆送信、送信可能化）する場合、著作権使用料が課されるようです。10曲ごとに年額20000
円だそうです。

しかし、残念なことに、HUSCAPには今のところこれを支払う用意がありません。すみませんが、

(1)この両資料についてはHUSCAP掲載を断念する、

か、あるいは、もしも決定的に内容に影響があるわけではないと言えそうであれば、

(2)該当のスライド1枚を取り去って、あらためてPDF化してお送り頂く。

のいずれかをご検討を頂けないでしょうか。私たちとしましては、せっかくのご講演記録でありますので、ぜひ
HUSCAPに掲載したいです。先生にはお手数となりますが、(2)で願えればたいへんありがたく思います。

以上です。普段は文献の内容に立ち入って先生方にご相談することはしていないのですが、通常日本音楽著作権
協会は、その、かなり厳格なところですので、恐縮ながら以上ご検討よろしくお願いいたします。
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補足②：研究成果公開時の
利用条件設定・提示
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機関リポジトリ公開時の利用条件設定

• 機関リポジトリでの公開≠著作権の譲渡

→著作権は著作権者（著者・刊行元等）に帰属
したまま

→著作権法で規定された範囲で利用でき、そ
れを超える利用の場合著作権者の許諾が必要

• 著者＝著作権者である場合はライセンシング
によって利用条件を提示できる（例：CCライ
センス）
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ライセンシング（利用許諾）

• ライセンシング（利用許諾）とは

– コンテンツの利用許諾の条件を明示すること

• 趣旨

– 利用可能である範囲の明確化→再利用の促進

– 各国で異なる著作権ルールを標準化

• 例

– Creative Commons License
https://creativecommons.jp/licenses/, (参照2017-09-
03).
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CCライセンス

※「学術研究におけるクリエイティブ・コモンズ」より：
http://www.slideshare.net/TasukuMizuno/mizuno121814, 
(参照2017-09-03).

著作権法との法的な調整を図るもの
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CCライセンスの種類

表示 表示 – 継承 表示 – 改変禁止

表示 – 非営利 表示 – 非営利 – 継承 表示 – 非営利 – 改変禁止

条件の組み合わせにより、以下の6種類で運用

http://creativecommons.jp/licenses/, (参照2017-09-03).
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利用条件設定方針・利用条件明示の例
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北海道大学学術成果コレクション資料提供・公開細則（平成25年4月1日改正）より抜粋
https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/siryo/teikyo.pdf, (参照2017-09-08).

SCPJウェブサイト
「機関コンテンツの著作権に関する文面掲載のご提案」より抜粋

http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/info/librarian.html, (参照2017-09-04).



参考事例等
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紀要
（出版を外部に委託していた例）

責任表示の変遷と対処
• 第１輯（昭１９）～第３輯（昭２５）

– 発行者：岩波雄二郎

– 発行所：岩波書店

• 以上３号、岩波書店へ電子公開の許諾依頼文書を送付

• 第４輯（昭２３）

– 発行者：地崎宇三郎

– 発行所：北方出版社

• 北方出版社は１９５７年に解散＝権利者が存在しない

• 第５輯（昭２５）～第８輯（昭２６）

– 発行：低温科学研究所

– 売捌所：丸善株式会社

• 以上４号、電話で丸善へ照会。「売ってただけで権利はない。北大
判断ですすめてもらってかまわない」とのこと

• 第９輯（昭２７）～

– 発行：低温科学研究所
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平成１９年１月９日
株式会社岩波書店 編集総務課御中

北海道大学附属図書館 情報システム課長 加徳健三

貴社刊行誌バックナンバーの電子公開許諾のお願い

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
本学では、本学の学術研究成果の蓄積・公開を目的として、本学が編集・刊行してきた学術雑誌の電子化・公開をすすめています。

北海道大学学術成果コレクション（http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/）

現在、その一環として本学低温科学研究所の意向に基づき、同研究所発行の「低温科学」誌の電子化に取り組んでおりますが、低温科学
の刊行状況は以下のようになっております。

第１輯 昭和１９年１２月１５日発行 発行者：岩波雄二郎、発行所：岩波書店
第２輯 昭和２４年１０月２０日発行 発行者：岩波雄二郎、発行所：岩波書店
第３輯 昭和２５年１２月１０日発行 発行者：岩波雄二郎、発行所：岩波書店
第４輯 昭和２３年１０月３０日発行 発行者：地崎宇三郎、発行所：北方出版社
第５輯 昭和２５年１２月２５日発行 発行：低温科学研究所、売捌所：丸善株式会社 （以下続刊）

※ 第３輯と第４輯の発行年月日が入れ子になっておりますが、原本情報のママです）
第４輯以降は、現在に至るまで他社または本学が専ら刊行を行っています。

つきましては、昭和１９年から２５年にかけて、貴社を通じて刊行された３冊の「低温科学」（北海道帝国大学編）についても、今回の電子公
開（原本のスキャンとインターネット公開）の対象とさせていただきたく、ご許諾を下さいますようお願い申し上げます。

参考までに、「低温科学」の表紙と奥付を同封します。ご検討の上、下記までご連絡をいただければ幸いです。以上どうぞよろしくお願いい
たします。

連絡先：０６６－０８０８ 札幌市北区北８条西５丁目 北海道大学附属図書館情報システム課システム管理係
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学会発表

• 著作権譲渡されていないことが多いが要確認

– “NAGOYA Repository”記載の例
「出版者に著作権を譲渡していない論文，例えば，出版社によって出版さ
れていない会議録(proceedings)の掲載論文の場合，特に断りが無い限

り，著作権は著者が持っていますので，学術機関リポジトリに登録するこ
とは全く問題ありません。」
http://info.nul.nagoya-
u.ac.jp/info/index.php/%E7%99%BB%E9%8C%B2%E8%A6%81%E9%A0%98, (参照2017-09-03).

– 「学会開催時に、Copyright Transferへのサインを求
められることがごくまれにある」
ある先生（北大低温科学研究所）談
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青山先生

図書館 杉田です。お世話になります。

> > (1)JCO論文
> > HUSCAPへの搭載について、American Society of Clinical Oncologyへ照会し、5/16付け

これについて、先方から残念な連絡がありました。JCO誌への発表文献は、たとえ原稿ファイルであっても著者サイド
で保存・公開してはならないとのことです。

> > Dear Kunie,
> > ASCO does not allow JCO articles (even in manuscript form) to be
:
> > Jennifer Hubbard
> > Senior Permissions Program Assistant

HUSCAPは、

・無料オンライン公開（open access）することで、先生方の文献の可視性（visibility）を高めること（＝電子ジャーナル
の購読ライセンスを持たない産業界や開発途上国等の研究者にも文献本文を届けること）

・文献本体を図書館資料として大切に保存していくこと

を２本柱として活動をすすめておりますが、ジャーナル刊行元（＝著作権者）の許諾が前提ですので、図書館としまし
ては非常に残念ですが、今回の文献については、現段階ではHUSCAPでの公開は断念せざるをえないように思
います。

文献送付のお手間をとっていただいたところたいへん恐縮なのですが、以上ご報告いたします。
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新聞

北海道大学附属図書館 三浦 様

ご連絡ありがとうございます。

○○新聞東京本社の知的財産担当です。

今回の使用方法ですと、12,000円程度に

なるとお考え下さい。

--
○○新聞東京本社 知的財産担当

xxxxxxxx@xxxxxxx.com
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朝日新聞社
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出版社コンタクト先が
皆目わからないケース

• Y Sakurai, “The Identity Formation and …” 
(Change and development … / edited by 
Kim-Chuan Goh and Sekson Yongvanit), 
PEARSON/Prentice Hall

• 許諾依頼メールを送ろうとしたが…
– 出版社サイトに情報なし。Googleに情報なし。

Amazonには記載があったが断片的な情報のみ。

著者の先生に聞いてもよくわからないとのこと。
あきらめ。
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